
２．２ 化石から探る太古の地球環境（生物分野）

(1) 研究開発の課題（研究概要）

生物の進化は化石や現存する生物の研究結果から推測することができるが、その場合の

研究手段としては野外調査（フィールドワーク）が重要である。フィールドワークという

研究手法の紹介、その活動の面白さを知る、化石とそこから得られた知識を学ぶ、という

点を主眼におき、本講演を実施した。

(2) 研究開発の経緯

福井県立恐竜博物館の研究員の方に講師を依頼し、実際の化石を観察させ、見つけたこ

とを発表させ、先生に観察した化石に関する補足説明と、先生が実際に博物館で研究され

ていることに関して講演をしていただいた。

(3) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

本事業は科学への関心や想像力・理解構成力などの「科学リテラシー」を促すこと

ができる。

イ 研究の内容・方法

該当教科 SSH発展

対象生徒 普通科３年理系生物選択者

日時場所 11月10日(金) 本校 生物実験室

実施内容

講演 演題 「化石から探る太古の地球環境」

講師 福井県立恐竜博物館

主任研究員 佐野 晋一 先生

内容 班ごとに化石を観察し、観察して分かったことを発表

先生の研究の講演

ウ 検証（成果と反省）

生徒の感想から

・今まで化石を手にとってじっくりそれが何なのかを考えたことがなかったので、貴重な体験ができ

た。はじめは何の化石か全くわからなかったが、ヒントをもらいながら答らしきものが見つかった

ときには達成感を感じた。

・ベレムナイトからわかった恐竜時代の海の様子については、一つの化石から世界全体の海のつなが

りの様子がわかったということには驚いた。

アンケート結果や生徒の感想から、生徒にとって興味・関心・理解が高まったこと

がよくわかる。生徒たちの感想から、改めて本物の化石が持つ魅力を感じた。博物館

の先生に苦労して本校まで化石を運搬していただいたことも十分報われることとよく

分かった。来年度も化石観察と講演という形態で実施したい。

観察したことを発表する生徒
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（１）内容に興味・関心を持てましたか？

（２）内容は理解できましたか？

（３）化石を実際に触れてみて興味を持て

ましたか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）
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①化石の理解

②化石の研究方法の理解

③太古の環境の理解

大変増した やや増した あまり効果がない 効果がない

この取組を通じて次の項目についてどのくらいの向上があったと感じますか？

（％）


